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エレガントなマフィア

2002 年 1 月，世界経済フォーラム年次総会

（通称ダボス会議）が，前年 9月 11 日の同時多

発テロ事件に対する団結のアピールから，初め

てダボスを離れニューヨークで開催された。畠

山さんがジェトロ理事長として参加され，私は

随行の栄に浴した。原則随員は会場内に入れな

いが，策を講じて参加パスを取得した私が，会

場となったウォルドルフ・アス

トリア・ホテルで目の当たりに

したのは，四方八方から掛かる

“Mr. Hatakeyama ! ”の声。親し

げな挨拶替わりの立ち話が終わ

ると「彼はメキシコの経済大

臣」，「彼女はマレーシアの通産

大臣」と都度教えていただい

た。世界の通商交渉の場に各国

代表として参加する常連メン

バーは「通商マフィア」と称されるが，畠山さ

んはまさに日本のボス。高著『通商交渉 国益

を巡るドラマ』に記されたとおり，「戦争」に

擬えられるほど通商摩擦が激化した時代に，米

欧との協議，ガットURからWTO体制への移

行，APEC などの舞台で，国益を背負うタフ

な交渉の結果，カウンターパート達は「戦友」

となりコミュニティとなったことが窺えた。マ

フィアと呼ぶには皆さん，あまりに知的でエレ

ガントであったが。

畠山さんがジェトロ副理事長に着任されたの

は 1995 年 7 月。その年の 1 月 1 日には WTO

が設立され，6 月には，日米貿易摩擦の転機と

なったジュネーブでの日米自動車協議が行われ

ていた──橋本通産大臣がミッキー・カンター

USTR 代表の構える竹刀の先を喉元に当てた

シーンは鮮烈だった。着任

3 年後の 1998 年 6 月から

は理事長に就任され，ジェ

トロでの在任期間は 2002

年 7 月まで，ちょうど 7 年

間に亘る。WTO 体制によ

り多国間自由貿易の枠組みが強化されるととも

に，日本の通商政策は，米欧との摩擦対応か

ら，WTO にコミットしつつ，

それを補完する FTA/EPA へ

と転換する時代であった。

洒脱なコラムと先見性

尊敬するジェトロのある大先

輩は，「畠山さんと接するとい

つも背筋が伸びる」と語ってい

たが，親子程の歳の差の私に

は，面と向かうと背筋どころか

全身が硬直し，曖昧な発言などしようものな

ら，眼光だけで身体中の血液が逆流するような

存在であった。ただし 7年間を通じ，ご指摘に

理不尽さを感じたことはなく（後述の 1点を除

き），心底納得できる結果，打ちのめされても

わだかまるどころか，清々しさすら感じてい

た。

畠山さんがジェトロに着任された当時，私は

調査部に所属して，マクロ経済全般をカバーし

年 2回の貿易と投資の「白書」発行を担当して

いた。効率重視の畠山さんは，特に調査案件に

ついては内線電話で担当へ直接連絡されるの

で，出勤早々の直電に大いに驚き，寄せられる

質問への対応や資料作りは，緊張の連続。急ぎ

の案件では，指先から出る（冷や）汗で，ペン

がまともに握れないという，人生初の体験をし

85世界経済評論 2021年7月8月号

畠山襄さんを偲ぶ

─「自由貿易の王道」を進め─

前田茂樹
駐キルギス共和国

特命全権大使



た。ただし，たまに褒められようものなら，副

理事長室からの帰路は雲の上を歩くが如く。調

査マンとして最も鍛えられ，のちの基礎（体）

力となったと確信している。

畠山さんは「かた（堅・固・硬・難）い」イ

メージで語られがちだが，ジェトロ時代に新聞

に寄稿されたコラムは，国際関係は勿論，芸

術，スポーツ，ご自身のエピソードと驚くほど

多岐に亘った。知的で理を極め示唆に富む一方

で，堅苦しさはなく洒脱。説得力，斬新な視点

と深い洞察，結末の「オチ」やどんでん返し，

クスっと笑わされる内容は，まさにお人柄を映

していた。本稿の執筆にあたり，日経新聞の

「明日への話題」（1996 年 7 月 2 日〜同年 12 月

24日：26回）と，東京新聞の「放射線」（1999

年 7 月 1 日〜同年 12 月 17 日：24 回）を是非

もう一度読み返してみたいと，ジエトロの広報

課に半ば諦めつつお願いしたところ，PDFで

全編見事に送ってくれた。一気に読み進み，改

めて畠山さんの「凄さ」を思い知らされた。

90 年代後半，貿易摩擦対策としての輸入促

進は，依然としてジェトロの最重要課題で，

96 年の 7 月から連載が始まった日経「明日へ

の話題」の 1回目のタイトルは「輸入振興」。

「JETRO の E は Export ではなくて External

だが，今や輸入振興一色」と紹介されたが，そ

こから先が畠山さん「らしい」。1995 年に日本

の製品輸入比率が 6割に達したことに加え，米

国は同比率が 6割を超えた後に 5年で 8割に拡

大し，ドイツ・フランスは 5 年で 15ポイント

上昇したデータを示しつつ，「輸入促進を懐か

しむ時代の到来が，今世紀中は無理としても意

外に早いのかもしれない」と結んでいる。事実

ジェトロは，2000 年代に入ると早々に，経済

活性化・地域経済国際化への支援のために輸出

促進事業を再開。改めて，畠山さんのデータに

基づく先見性に驚かされた。

畠山さんの副理事長時代，1997 年末頃と記

憶しているが，くだんの直電で「日中韓三国間

の貿易構造が知りたいので，輸出入統計をまと

めて欲しい」とご下問をいただいた。作業に近

い内容に安堵しつつ，資料をお届けに上がる

と，「日中韓の自由貿易協定を考える材料にし

たいので」との背景説明を受け，愕然とした。

日本が初めて FTA・EPA を締結したのは，5

年後の 2002 年の日シンガポール EPA。当時の

日本の通商政策は，設立間もないWTO体制・

マルチ重視で，地域経済圏や FTAは排他的と

見る向きがあった。加えて，当時の日本（名目

GDP4.4 兆ドル）と中国（同 1 兆ドル弱）・韓

国（同 5,700億ドル）とは経済格差が大きく，

輸出競争力では日本が圧倒的なので，貿易自由

化に中国や韓国が同意するはずがない。さら

に，韓国経済はアジア通貨危機の渦中。思わず

「恐れながら…」と反論に近いコメントを口走

ると，「君の意見を聞くつもりはない」─これ

が既述の唯一の理不尽なやりとり。2 年ほど

経った 2000 年，この話をご本人に持ち掛けた

ところ，「（やり取り自体は）覚えていないが，

それは失礼した。日本企業の対中投資は加速化

し，一部は韓国にも波及する。三カ国の自由貿

易圏はお互いにメリットをもたらし，外交関係

の安定化にもつながるという考えは今も変わら

ない」。
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「自由貿易の王道」を進め

昨年 11 月，東アジア地域包括的経済連携

（RCEP）協定が署名され，日中韓など 15 カ国

が参加する地域協力・経済統合の枠組みがス

タートした。日中韓がひとつの枠組みに入った

のは，あの資料作成から 20数年を経たが，今

想えば，畠山さんの構想は「先見性」を越えて

いた。畠山さんは 4年程前 ITI理事長として，

当時のトランプ政権の通商政策に対し「日本は

あらゆる保護主義に対し，特にアジア太平洋諸

国を中心に仲間を集め，RCEPや TPP などを

通じ，先んじて国際ルールの策定に努め，自由

貿易の王道を堂々と進むべきだ」とコメントさ

れた。「自由貿易の王道」こそ，畠山さんの一

貫した信念であり哲学であった。

最後に，私が一番感心したコラムをご紹介し

たい。東京新聞「放射線」の最終回，タイトル

は「XYZ」。何の意味かと思ったら，シリーズ

を通しての種明かしだった。アルファベットと

同じ数の 26回目のシリーズを想定し，テーマ

を 1回目 A：アゼルバイジャン，B：ボン，C：

（野球の）キャッチャーとABC順に続け，最後

は「Xマス景気」「Y2K」と続ける計画が，12

月末の 2回は夕刊の休刊と知り，最終回は一気

呵成に「XYZ」。誰ひとりその法則には気付い

ていなかった。本当に，洒脱な方であった。
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